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成果の活用事例

１．はじめに

　下水道事業における温室効果ガス排出量のうち下

水の処理に伴う一酸化二窒素（N2O）量の割合は約1

割程度を占めており1）、その削減を進めていく必要

性があるが、地球温暖化対策推進法の政令および温

室効果ガスインベントリで用いられる終末処理場の

N2O排出係数は、係数算定の根拠である実測データ

にばらつきがあり不確実性が大きいこと、処理方式

によらず一律の数値であり実態が十分に反映されて

いないことが課題となっている。これを受けて、地

球温暖化対策の推進のため、下水処理プロセスから

発生するN2Oの実態調査を行い、その成果を踏まえ

てより精緻な排出係数の試算を行なった。さらにこ

れらの研究成果等を踏まえ温室効果ガスインベント

リが改訂されたため、その概要を報告する。

２．N2O排出量の実態調査および排出係数の試算

　主要な下水処理方式（標準活性汚泥法、循環式硝

化脱窒法、嫌気好気活性汚泥法、疑似嫌気好気法、

OD法、MBR法等）について、計18カ所の実下水処理

施設にて現地調査を計37回実施した。図に示す結

果よりほとんどの下水処理場で現行のN2O排出係数

160mg-N2O/m3を下回っていた。この理由として現行

のN2O排出係数は5処理場8データと限定的なデータ

の平均値として算出されており、かつ、特異的に高

い値（約1,000mg-N2O/m3）が平均値に大きく影響して

過大評価となっている可能性がある。本調査におい

ても、窒素除去を行わない処理法では、特異的に高

い値が一定数計測され、平均により算出されたN2O

　（キーワード）　　地球温暖化、一酸化二窒素、下水処理

排出係数は137mg-N2O/m3と現行値に近い値が算出さ

れた。一方、窒素除去を行う処理法では、特異的に

大きな値は検出されず、平均値は9mg-N2O/m3と低い

値であり、窒素除去を行っている処理法と行わない

処理法で大きく異なった。

３．温室効果ガスインベントリへの反映

　本調査結果及び他の既住調査データを用いて、排

水処理方法別の排出係数が表のとおり新たに開発さ

れた2）。これを受けて温室効果ガスインベントリに

おける「生活・商業排水の処理に伴うN2O排出（終末

処理場）」の係数が改訂され3）、2011年度までの我が

国の温室効果ガス排出量の報告値に反映された。今

後も地球温暖化対策の推進に取り組んで参りたい。
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